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伊丹市では、基本的には３年ごとに市指定の研究発

表会が課せられています。この制度が始まって15年

近い年月が過ぎました。毎年、多くの学校園が研究発

表を行い、研究が活性化してきたことはうれしいこと

ですが、反面、課題も見えてきました。

１点目は研究発表をすることが目的化していないか

という点です。新学習指導要領においては、「カリキ

ュラム・マネジメント」として「教育課程に基づき組

織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っ

ていくこと」とあります。そして、カリキュラム・マネジメントの３つの側面とし

て、「教科横断的な視点での教育内容の組織的配列」「ＰＤＣＡサイクルの確立」「人

的、物的資源の活用」が示されています。各学校の研究は、このことを意識した教

育課程や授業の改善が行われ、その成果と課題を明らかにすべきでしょう。そして

「研究発表会」は、授業やカリキュラムに関するアイディアの交流の場であり、多

くの自校の関係者の目を通した「外部評価の場」であるということなのです。

また、実践の省察としての研究紀要には、「①研究テーマとテーマ設定の理由や

背景」「②研究の全体構想、計画」「③研究の具体的な実践内容」「④研究の成果と

課題」と行った項目が必要になります。これらの内容を意識して、多くの教員の力

を結集した紀要を期待したいと思います。

次に、そもそも研究テーマが自校の実態に合ったものになっているのかという点

です。研究は、学力調査や学校評価等の数値や教員、保護者や地域の方々からの意

見をもとに明らかになった自校の子どもたちの実態と目指すべき目標のギャップを

埋めることを目指して設定するものです。しかし、研究テーマや研究仮説と子ども

たちの実態が本当に適合しているのかという疑問を持つことがあります。各学校が

蓄積してきた実践における資料やデータをもとにして、教員全員で力をあわせて研

究テーマを決めていく必要があります。

最後に研究の持続性です。「研究発表会が終わったらほっと一息」という気持ち

はわかります。しかし、最初に述べましたが、研究発表会はＰＤＣＡサイクルのＣ

（評価）にあたります。そこで校内や参加者等のアンケート結果を踏まえ、研究の

成果と課題を分析するとともに、今後の研究の方向性を考えていく必要があります。

また、取り組んだ結果は必ずデータに表れるものです。自校の研究テーマに基づ

く実践の成果を見る指標をあらかじめ設定しておき、学校評価等の項目を工夫して

おくことが必要です。数値が改善されない場合は、研究の方向性を見直す必要があ

ります。また、成果が表れたときも、「このままこの研究を続けていいのか」「成果

が表れたので今度は新たなる挑戦をしてみよう」と検討することが次へのステップ

に繋がります。研究主任を中心に、「やってよかった」と思える校内研究を進めて

いくことで「教員個々の実践力」と「学校のチーム力」の双方が向上するのです。
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 カリセンミニ講座
若手教員の授業力や学級経営力向上をめざす

カリセンの３つ
の機能

コンサルティング

ワーキングスペース

コンテンツ

保育・授業力の向上にむけての実践研修
学級づくりについて
指導案作成 など

 臨時講師等対象セミナー
臨時講師等をサポートし、教員としての資質向上をめざす
自分をアピールする文章の書き方
情報教育の最新事情
自分をアピールする話し方 など

カリキュラムセンターでは、講座やセミナーを開催しています。
事前申し込みは不要なので、当日カリセンにお越しください。
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 経験豊かなコンサルタント
授業づくりや、学級づくりについて、いつでも気軽にご相談ください

コンサルタントが各学校園を
訪問し、教育に関する様々な
相談にお答えします。

パソコン（自分のIDで
使えます）、 コピー機、
プリンター、電子黒板、Ｄ
ＶＤダビング機、プロジェ
クターなど、学校でできる
ことがここでもできます。
※教材研究を集中してやり
たい先生は、是非おすすめ
です。

経験豊富なコンサルタント
が常駐して学級経営、保護者
対応、教材研究、指導案作成
や研究の進め方など、様々な
教育に関する相談にお答えし
ます。

５階の部屋を自由に使えます。
様々な人数、用途に対応でき
ます。
グループ活動や、情報交流の

場として使えます。


